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ワ
ク
チ
ン
頼
み
で
は
な
く
、
積
極
的
な
検
査
を

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
の
医
療
従
事
者
へ
の
接
種

が
先
行
し
て
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
市
民
へ
の
接
種
は
65
歳
以

上
の
高
齢
者
、
基
礎
疾
患
の
あ

る
方
、
高
齢
者
施
設
等
の
従

事
者
、
そ
の
他
（
16
才
～
64

才
）
の
順
番
で
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
国
か
ら
の
供

給
が
遅
れ
て
い
る
た
め
、
高
齢

者
へ
の
接
種
開
始
時
期
も
当
初

の
予
定
よ
り
大
幅
に
遅
れ
、
４

月
中
旬
以
降
に
な
り
ま
す
。
ワ

ク
チ
ン
は
居
住
地
で
接
種
す
る

こ
と
が
基
本
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
普
段
か
ら
通
院
し
て
い
る

か
か
り
つ
け
医
が
他
市
の
場

合
、
「
医
師
が
認
め
れ
ば
他
市

で
の
接
種
も
可
能
」
と
い
う
こ

と
が
質
問
の
中
で
明
ら
か
に
な

　

２
０
２
１
年
度
（
令
和
３
年
度
）
予
算
が
成
立
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
予
算
額
は
、
約
２
１
２
１
億
円

で
す
。
昨
年
に
く
ら
べ
、
０
・
２
％
の
増
額
と
な
っ
て
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
と
し
て
国
の

補
助
金
な
ど
を
活
用
し
た
医
療
機
関
へ
の
支
援
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
な
ど
が
大
幅
に
増
え
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
新
年
度
予
算
で
求
め
ら
れ
て
い
た
の
は
、
第
４
波
が
懸
念
さ
れ
る
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
最

大
限
の
対
策
を
行
う
こ
と
、度
重
な
る
緊
急
事
態
宣
言
で
深
刻
に
な
っ
て
い
る
市
内
経
済
と
雇
用
の
対
策
、

生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
策
で
す
。
こ
れ
ら
へ
の
充
分
な
予
算
が
つ
か
な
い
ば
か
り
か
、
市
民
負
担
増
と
サ

ー
ビ
ス
削
減
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
海
老
川
上
流
地
区
な
ど
の
大
型
開
発
を
進
め
、
財
源
は
、
さ
ら

な
る
行
革
に
取
り
組
む
こ
と
で
確
保
し
て
い
く
と
、
表
明
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
共
産
党
船
橋
市
議
団
は
、
新
年
度
予
算
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
船
橋
市
が
地
方
自
治
体
と
し
て
の

本
来
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
求
め
る
た
め
、
予
算
の
組
み
替
え
案
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

組
み
替
え
予
算
で
は
、

◆�

「
行
財
政
改
革
」
と
い
う
口

実
で
強
行
さ
れ
て
い
る
、
高

り
ま
し
た
。

　

千
葉
県
で
も
変
異
株
感
染
者

が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
船
橋

市
保
健
所
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

陽
性
検
体
を
県
衛
生
研
究
所
に

送
っ
て
変
異
株
の
検
査
を
行
え

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

「
変
異
株
陽
性
者
が
で
た
場
合

の
受
け
入
れ
医
療
機
関
の
調
整

を
行
な
っ
て
い
る
」
と
し
、
検

体
を
送
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

３
月
18
日
の
市
議
会
予
算
委

員
会
で
、
日
本
共
産
党
が
実
態

を
明
ら
か
に
し
、
「
検
査
を
せ

ず
に
、『
変
異
株
感
染
者
０
』
は
、

感
染
を
隠
し
て
い
る
の
と
同
じ

だ
」
と
い
う
観
点
で
、
一
刻
も

早
く
変
異
株
検
査
を
実
施
す
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
船
橋
市
保
健

　
日
本
共
産
党
の
組
み
替
え
案
　

齢
者
や
母
子
家
庭
な
ど
を
狙

い
撃
ち
に
し
た
、
各
種
事
業

の
削
減
を
行
わ
な
い
こ
と

歳入減・歳入増 単位：千円

公民館使用料を半額にする 41,837
学校給食　小・中・特別支援学校の給食を半額にする 1,216,555
基金等の取り崩し 2,338,887

予算に追加するもの
町会自治会館維持管理費補助金　廃止撤回 12,060
防犯灯維持管理手数料　廃止撤回 27,730
国民健康保険料　引き下げ等 471,752
ひとり暮らし高齢者入浴補助費　廃止撤回 9,420
敬老祝金　削減撤回 92,310
白内障助成扶助費　廃止撤回 1,224
子ども医療扶助費　高校３年生まで対象を拡大 355,238
母子家庭等医療扶助費　対象削減撤回 9,120
母子家庭等高等学校等就学援助金　非課税世帯の支給を廃止撤回 6,460
行革による使用料の見直しを撤回（指定管理の施設） 43,196

日本共産党の予算組み替え案（抜粋）

◆�

「
受
益
者
負
担
」
を
口
実
に

し
て
低
所
得
者
を
排
除
す
る

市
民
の
命
と
暮
ら
し
最
優
先
の
予
算
へ

予
算
組
み
替
え
案
を
提
出

高根台　恭子ちゃん地蔵船橋再発見

　市道００－０１２号線で１９７３年９月に当時小学校３年

生の塩田恭子ちゃんがこの地で事故に遭い亡くなりました。

地蔵は恭子ちゃんのご冥福と子どもたちの交通安全を祈願

し高根台団地の有志が１９７７年に建立しました。後ろの説

明版はお賽銭の総額が１０万円に達した事から２０１４年に

建てられたものです。

よ
う
な
公
共
施
設
使
用
料
の

値
上
げ
、
運
動
公
園
や
法
典

公
園
の
駐
車
場
の
有
料
化
を

や
め
る
こ
と

◆�

国
民
健
康
保
険
料
や
下
水
道

使
用
料
の
値
上
げ
を
や
め
る

こ
と

◆�

病
院
と
高
齢
者
・
障
害
者
施

設
職
員
に
対
し
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
の
定
期
検
査
実
施
と
対
象

者
を
増
や
す
こ
と

◆�

子
育
て
支
援
策
と
し
て
学
校

給
食
費
の
減
額
、
生
理
用
品

の
支
給

な
ど
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
主

な
内
容
は
、
別
表
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

　

２
０
１
９
年
度
決
算
に
よ
る

と
、
船
橋
市
の
財
政
指
標
は
全

国
60
中
核
市
の
う
ち
第
８
位
で

す
。

　

今
年
は
、
市
長
選
挙
の
年
で

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
豊
か
な
財

政
力
を
皆
さ
ん
と
ご
一
緒
に
、

市
民
の
く
ら
し
に
活
か
せ
る
よ

う
、
力
を
尽
し
ま
す
。

所
は
３
月
24
日
か
ら
、
一
定
の

条
件
を
満
た
し
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
陽
性
検
体
に

つ
い
て
、
変
異
株
の
検
査
を
千

葉
県
衛
生
研
究
所
に
依
頼
し
始

め
ま
し
た
。

　

変
異
株
陽
性
患
者
を
受
け
入

れ
る
病
床
の
確
保
は
、
医
療
機

関
任
せ
に
す
る
の
で
は
な
く
、

国
・
県
・
市
が
一
体
と
な
っ
て

医
療
体
制
整
備
に
力
を
注
ぐ
べ

き
で
す
。
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船橋市議会　意見書と主な陳情への態度
共
産
：
日
本
共
産
党
（
５
人
）
、
自
由
：
自
由
市
政
会
（
11
人
）
、

公
明
：
公
明
党
（
９
人
）
、
民
主
：
市
民
民
主
連
合
（
８
人
）
、

自
民
：
自
由
民
主
党
（
７
人
）
、
真
政
：
真
政
会
（
４
人
）
、

み
ら
い
：
み
ら
い
＠
船
橋
（
２
人
）
、 

無
所
属
（
３
人
）
：
は
・
小
・

今
＝
議
員
の
頭
文
字

退
：
退
席
、
○
：
賛
成
、
×
：
反
対

内　容 結果 共産 自由 公明 民主 自民 真政 みらい 無所属

意
見
書（
日
本
共
産
党
提
案
）

75歳以上の医療費窓口2割負担導入の撤回を求める意見書 否決 〇 × × 〇 × × 〇 〇：は･今
×：小

新型コロナウイルス特別措置法、感染症法の罰則規定の撤
回を求める意見書 否決 〇 × × × × × 〇：１

×：１
〇：は･今
×：小

気候変動対策の強化を求める意見書 否決 〇 × ×
〇：４
×：１
退：３

× × 〇 ×

主
な
陳
情

習志野演習場・駐屯地へのオスプレイの飛来及び訓練と習
志野市・八千代市・船橋市上空通過に反対する陳情 不採択 〇 × × 〇：４

退：４ × × 〇 〇：は･今
×：小

コロナ感染症を「抑え込むため」PCR検査体制強化を求める
陳情 不採択 〇 × × 〇 × × 〇 〇：今

×：は･小

車イスの通行が難しい船橋勤労市民センター入り口ド
アを自動ドアにして欲しいに関する陳情 不採択 〇 × × 〇 × 〇：２

×：２ 〇 〇

国に「選択的夫婦別姓制度の導入を求める意見書」提出
を求める陳情 不採択 〇 × × 〇：７

×：１ × 〇：１
×：３ 〇 〇

「
開
発
を
や
る
」
と
い
う

結
論
あ
り
き
の
船
橋
市

下
水
道
使
用
料
のさら

な
る
値
上
げ
中
止
を

「
生
理
の
貧
困
」
対
策

生
理
用
品
の
無
料
配
布
を
求
め
る

平
均
１
５
０
時
間
も
の
残
業

保
健
所
の
長
時
間
労
働
の
解
消
を

　

海
老
川
上
流
地
区
の
土
地
区

画
整
理
事
業
は
民
間
の
事
業
な

の
に
市
が
多
額
の
税
金
を
投
入

す
る
だ
け
で
な
く
、
市
立
医
療

セ
ン
タ
ー
の
移
転
と
東
葉
高
速

鉄
道
の
新
駅
建
設
費
用
を
全
額

市
で
賄
う
こ
と
が
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
も
、
開
発
予

定
区
域
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で

は
浸
水
や
液
状
化
の
危
険
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
土
地
で
す
。

市
民
の
命
を
預
か
る
市
立
医
療

セ
ン
タ
ー
の
移
転
は
安
全
な
場

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
で
、
船
橋
市
の
保

健
所
で
は
異
常
な
長
時
間
労
働

が
常
態
化
し
て
い
ま
す
。

　

「
船
橋
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
保
健
所
本

部
」
で
管
理
職
を
務
め
る
あ
る

職
員
は
、
昨
年
４
月
か
ら
今
年

２
月
ま
で
の
期
間
、
ひ
と
月

あ
た
り
の
残
業
時
間
の
平
均
が

１
５
０
時
間
に
も
上
り
ま
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
が
過
労
死
ラ
イ

ン
の
目
安
と
し
て
い
る
の
は
月

80
時
間
で
す
が
、
毎
月
そ
の
２

倍
近
く
の
残
業
を
強
い
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

保
健
所
の
一
般
職
員
も
、
昨

年
７
月
か
ら
今
年
１
月
ま
で
、

月
80
時
間
以
上
の
残
業
を
し
た

職
員
は
の
べ
１
０
３
人
と
な

り
、
最
多
は
月
１
７
３
時
間
で

し
た
。

所
に
す
る
べ
き
で
す
。

　

市
は
こ
の
間
、
市
立
医
療
セ

ン
タ
ー
の
建
て
替
え
に
あ
た
っ

て
「
候
補
地
が
無
い
」
な
ど
と

説
明
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
の

市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
す

る
農
地
は
「
地
権
者
の
合
意
が

得
ら
れ
な
か
っ
た
」
な
ど
と
も

説
明
し
て
き
ま
し
た
。
船
橋
市

が
農
地
の
地
権
者
と
交
渉
し
た

と
さ
れ
る
の
は
２
０
１
５
年
度

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
市
は
そ
の

前
年
の
２
０
１
４
年
度
に
「
新

　

日
本
共
産
党
は
本
会
議
で
実

態
を
示
し
、
「
新
規
で
正
規
雇

用
を
大
幅
に
増
や
す
べ
き
だ
」

と
質
し
ま
し
た
が
、
市
は
「
採

用
数
を
増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て

必
ず
し
も
解
決
さ
れ
る
と
言
う

こ
と
で
も
な
い
」
と
増
員
を
否

定
。
さ
ら
に
、
「
保
健
所
の
現

状
を
総
務
部
な
ど
に
聞
き
取
ら

せ
、
必
要
な
対
応
を
し
た
い
」

駅
設
置
及
び
駅
周
辺
へ
の
市
立

医
療
セ
ン
タ
ー
移
設
」
の
提
案

を
業
者
に
依
頼
し
て
い
る
の
で

す
。
農
地
の
地
権
者
と
の
交
渉

は
単
な
る
ア
リ
バ
イ
作
り
だ
っ

た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
地
権

者
は
「
交
渉
さ
れ
た
認
識
は
な

い
」
と
述
べ
て
い
る
と
い
う
話

も
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

改
め
て
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー

の
移
転
候
補
地
を
広
く
募
る
べ

き
で
は
な
い
か
と
質
問
し
ま
し

た
。
市
は
「
早
期
の
建
て
替
え

が
必
要
」
な
ど
と
答
弁
し
、
再

募
集
は
し
な
い
考
え
で
す
。
し

か
し
、
災
害
が
起
き
て
か
ら
で

は
取
り
返
し
が
つ
き
ま
せ
ん
。

安
全
な
場
所
に
市
立
医
療
セ
ン

タ
ー
の
移
転
を
す
る
よ
う
引
き

続
き
求
め
ま
す
。

改定時期 2020年 7月 2024年 7月 2028年 7月
基本使用料 759 858 957

従量使用料
1 ～ 10㎥ 34.1／㎥ 35.2 ／㎥ 36.3 ／㎥
11 ～ 20㎥ 111.1 ／㎥ 123.2 ／㎥ 135.3 ／㎥

表１ 下水道料金　船橋市の試算における想定改定単価　税込（単位：円）
　

船
橋
市
で
は
「
行
財
政
改
革
」

と
し
て
昨
年
７
月
か
ら
下
水
道

使
用
料
の
値
上
げ
が
強
行
さ
れ

ま
し
た
が
、
今
後
も
更

な
る
値
上
げ
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。
議
会
に

は
船
橋
市
下
水
道
事
業

経
営
戦
略
案
が
示
さ

　

コ
ロ
ナ
禍
で
収
入
が
減
り
、

生
理
用
品
が
買
え
な
い
「
生
理

の
貧
困
」
と
い
う
苦
境
に
立
た

さ
れ
て
い
る
若
い
女
性
が
少
な

く
な
い
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
危
機
の
も
と
、

真
っ
先
に
生
活
状
況
が
悪
化
す

れ
、
そ
の
中
で
は
今
後
の
使
用

料
値
上
げ
計
画
や
試
算
が
出
て

い
ま
す
。
「
受
益
者
負
担
」
な

る
考
え
方
を
持
ち
出
し
、

将
来
的
に
は
汚
水
処
理
の

経
費
を
市
民
が
負
担
す
る

使
用
料
で
ま
か
な
う
計
画

で
す
。 

　

現
在
示
さ
れ
て
い
る

計
画
で
は
表
１
の
通
り

２
０
２
４
年
７
月
、
さ
ら

に
２
０
２
８
年
７
月
に
も

値
上
げ
を
行
う
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
基
に
計

算
す
る
と
２
か
月
で
40
㎥

使
用
し
て
い
た
家
庭
の
使

用
料
は
表
２
の
通
り
で
す
。

　

昨
年
の
値
上
げ
前
の

下
水
道
使
用
料
と
比
較

す
る
と
１
回
の
請
求
額

の
差
額
は
１
３
９
８
円
増

に
な
り
、
年
額
に
す
る
と

８
３
８
８
円
も
の
値
上
げ

で
す
。

　

我
々
は
水
を
使
わ
ず
に

生
活
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
下
水
道
使
用
料
の

値
上
げ
は
命
に
直
結
す

る
大
問
題
で
す
。
下
水

道
料
金
の
値
上
げ
は
止
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
と
質
問
し
ま
し

た
。
市
は
「
次
回
改
定
予
定
の

２
０
２
４
年
度
に
向
け
て
検
討

を
行
う
」
と
い
う
値
上
げ
の
計

画
を
進
め
て
い
く
と
い
う
答
弁

で
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
値
上
げ
中

止
、
「
行
財
政
改
革
」
中
止
の

声
を
引
き
続
き
上
げ
て
い
き
ま

す
。

る
女
性
や
子
ど
も
へ
、
世
界
各

地
で
生
理
用
品
の
無
償
配
布
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
本
市
で
も
、

防
災
用
の
備
蓄
を
活
用
し
た
生

理
用
品
の
無
償
配
布
と
、
小
・

中
・
高
校
や
公
民
館
な
ど
公
共

施
設
の
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を

と
述
べ
る
だ
け
で
解
決
策
は
示

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

保
健
所
は
、
陽
性
者
の
把
握
、

感
染
ル
ー
ト
の
確
認
、
医
療
機

関
と
の
連
絡
調
整
な
ど
、
対
策

の
要
と
な
る
仕
事
を
担
っ
て
い

ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
摂
取
の
時
期

が
不
明
な
中
、
体
制
強
化
は
急

務
で
す
。

　

市
長
の
政
治
姿
勢
が
問
わ
れ

ま
す
。

気
軽
に
使
え
る
よ
う
設
置
す
る

こ
と
な
ど
、「
生
理
の
貧
困
」
に

取
り
組
む
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　

「
女
性
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
」

と
我
慢
し
て
き
た
こ
と
が
、
決

し
て
そ
う
で
は
な
い
、
女
性
の

「
学
ぶ
権
利
」
や
「
働
く
権
利
」

「
人
間
と
し
て
の
尊
厳
」
に
関

わ
る
深
刻
な
問
題
と
し
て
対
策

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

時期 2020年7月値上げ前 2020年7月値上げ後 2028年7月値上げ後
料金 3,948 円 4,422 円 5,346 円

2020年値上げ前との差額 474 円 1,398 円

表 2 2ヶ月分、40㎥を使用した場合の下水道料金


